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令和７年度第１回ジュニア・市政モニターアンケート結果 

テーマ ｢がん検診に対する意識や考えついて｣ 

 

（１）目  的     がんは２人に１人がかかり、そのうち３人に１人はがんで亡くなるとても身近

な病気です。がんは早期発見、治療することで、約９割が完治します。そのため

にも、毎年がん検診を受けることがとても重要です。 

今回の調査は、中学生や高校生のがんという病気の理解、がん検診に対する認

識や、受診率の向上に向けた考えについて伺い、若年層だけでなくその親世代に

向けてがん検診に関する情報発信を効果的にする上での基礎資料として活用す

るためにアンケートを実施したものです。 

（２）回答者数    １８０人 

（３）調査期間    令和７年６月３０日（月）から令和７年７月１８日（金）まで 

（４）結果要約     がんという病気については約 99％が知っているという状況にもかかわらず

（問３）、早く見つけて治療すれば９割が治るということを知っている子ども

は約 57％にとどまっており（問４）、市内の病院や集団検診会場でがん検診が

受けられることについて、約 68％が知らない現状があります（問５）。 

受診率が低い理由を「お金がかかること」と感じている子どもが約 76％と最

も割合が高く、次いで「検診を受ける時間がないから」が約 64％という結果に

なりました（問６）。 

がん検診を受ける人が増える方法については、「無料で受けられるようにする

こと」と感じている子どもが約 86％いることもわかりました（問７）。 

問８と問９では、「がん検診の受診を身近な人へすすめるか」「自身が対象年齢

になったら受診をするか」と、がん検診の受診への関心について伺いましたが、

いずれも約 70％近くが「すすめる」「受診する」という結果となりました。 

また、がんを予防するための行動に関する考えを伺いましたが、９割以上の子

どもが複数回答をしており、がんの予防に有効な行動についての認識が高い状

況であることから、がんという病気やがん検診の重要性についての情報発信の

重要性が高いことがわかりました（問 10）。 

 

※表、グラフ内の数字は回答者数を基数とした百分率で表し、小数点第２位を四捨五入しているため、百 

 分率の合計が 100％にならない場合があります。 

※問 11～問 14の「日常の移動手段について」及び問 15～問 19の｢介護・障害福祉分野の仕事のイメー

ジについて」は別途掲載します。 
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中学１年生、義

務教育学校７年

生または中等教

育学校１年生

7.2%

中学２年生、義

務教育学校８年

生または中等教

育学校２年生

37.8%

中学３年生、義

務教育学校９年

生または中等教

育学校３年生

35.0%

高校１年生、中等教

育学校４年生

8.3%

高校２年生、中等

教育学校５年生

4.4%

高校３年生、中

等教育学校６年

生

7.2%

n=180

 

調査結果 

【基本的項目について】 

【問１】あなたの学年をお答えください。（○は１つ） 

１ 中学１年生、義務教育学校７年生または中等教育学校１年生  

２ 中学２年生、義務教育学校８年生または中等教育学校２年生    

３ 中学３年生、義務教育学校９年生または中等教育学校３年生 

４ 高校１年生、中等教育学校４年生 

５ 高校２年生、中等教育学校５年生 

６ 高校３年生、中等教育学校６年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 回答された方の学年は以上のとおりです。 

 

  

選択肢 回答数 回答分布 

中学１年生、義務教

育学校７年生または

中等教育学校１年生  
13 7.2% 

中学２年生、義務教

育学校８年生または

中等教育学校２年生  

68 37.8% 

中学３年生、義務教

育学校９年生または

中等教育学校３年生 
63 35.0% 

高校１年生、中等教

育学校４年生 
15 8.3% 

高校２年生、中等教

育学校５年生 
8 4.4% 

高校３年生、中等教

育学校６年生 
13 7.2% 

計 180 100.0% 
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8.9%

5.6%

6.7%

11.7%

3.3%

2.8%

1.7%

1.1%

1.7%

9.4%

0.0%

0.6%

2.2%

2.2%

2.1%

8.3%

12.2%

2.8%

0.6%

3.3%

0.6%

5.7%

7.2%

0% 5% 10% 15%

橋本地区

大沢地区

城山地区

津久井地区

相模湖地区

藤野地区

小山地区

清新地区

横山地区

中央地区

星が丘地区

光が丘地区

大野北地区

田名地区

上溝地区

大野中地区

大野南地区

麻溝地区

新磯地区

相模台地区

相武台地区

東林地区

その他（市外）
n=180

【問２】あなたのお住まいの地区をお答えください。（○は１つ） 

【緑区】      【中央区】       【南区】       【その他】 

１ 橋本地区    ７ 小山地区      16 大野中地区    23 その他（市外） 

２ 大沢地区    ８ 清新地区      17 大野南地区 

３ 城山地区    ９ 横山地区      18 麻溝地区 

４ 津久井地区   10 中央地区      19 新磯地区 

５ 相模湖地区   11 星が丘地区     20 相模台地区 

６ 藤野地区    12 光が丘地区     21 相武台地区 

          13 大野北地区     22 東林地区 

14 田名地区        

15 上溝地区 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

☆ 回答状況は以上のとおりです。 

  

選択肢 回答数 回答分布 

橋本地区 16 8.9% 

大沢地区 10 5.6% 

城山地区 12 6.7% 

津久井地区 21 11.7% 

相模湖地区 6 3.3% 

藤野地区 5 2.8% 

小山地区 3 1.7% 

清新地区 2 1.1% 

横山地区 3 1.7% 

中央地区 17 9.4% 

星が丘地区 0 0.0% 

光が丘地区 1 0.6% 

大野北地区 4 2.2% 

田名地区 4 2.2% 

上溝地区 4 2.2% 

大野中地区 15 8.3% 

大野南地区 22 12.2% 

麻溝地区 5 2.8% 

新磯地区 1 0.6% 

相模台地区 6 3.3% 

相武台地区 9 5.0% 

東林地区 1 0.6% 

その他（市外） 13 7.2% 

計 180 100.0% 
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【問３】 がんという病気を知っていますか。（○は１つ） 

１ 知っている（⇒問３－１へ） ２ 知らない 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「知っている」が 99.4％、「知らない」が 0.6％という結果になりました。 

 

 

《問３で「１」とお答えの方へ》 

【問３－１】 がんのことを知ったきっかけは何ですか。（○はいくつでも） 

１ 有名人ががんになったというニュースを見た・聞いた 

２ 身近な人ががんになった（看病していた） 

３ マンガや本で読んだ 

４ ドラマや映画で見た 

５ 学校の授業で習った 

６ その他（具体的に：                          ） 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答割合 

知っている 179 99.4% 

知らない 1 0.6% 

計 180 100.0% 

選択肢 回答数 回答割合 

有名人ががんになったというニュースを見た・聞いた 128 71.5% 

身近な人ががんになった（看病していた） 55 30.7% 

マンガや本で読んだ 57 31.8% 

ドラマや映画で見た 79 44.1% 

学校の授業で習った 103 57.5% 

その他 12 6.7% 

n=180 

 

知っている

99.4%

知らない

0.6%
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☆ 「有名人ががんになったというニュースを見た・聞いた」が 71.5％で最も多く、次いで「学校の授

業で習った」「ドラマや映画で見た」「マンガや本で読んだ」の順となっており、「身近な人ががんにな

った（看病していた）」も 30.7％という結果になりました。「その他」としては、テレビ番組や CMで

がんについて取り上げていたから、という理由が最も多い回答となりました。 

 

【問４】 がんは早く見つけて治療すれば約９割が治る、と言われていることを知っていますか。 

（○は１つ） 

１ 知っている                      ２ 知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「知っている」が 56.7％で、「知らない」が 43.3％という結果になりました。 

 

 

【問５】 市内の病院や集団検診会場でがん検診が受けられることを知っていますか。（○は１つ） 

選択肢 回答数 回答割合 

知っている 102 56.7% 

知らない 78 43.3% 

計 180 100.0% 

71.5%

30.7%

31.8%

44.1%

57.5%

6.7%

有名人ががんになったというニュースを見た・聞いた

身近な人ががんになった（看病していた）

マンガや本で読んだ

ドラマや映画で見た

学校の授業で習った

その他

n=125 

 

《その他の内訳》 

・テレビ番組や CMでがんについて取り上げていたから（５人） 

・家族からがんという病気やがんになりやすい食べ物を教えてもらったから（３人） 

・母ががん検診に行ったから 

・興味があったから      等 

n=180 

 

知っている

56.7%

知らない

43.3%

n=179 
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１ 知っている（⇒問５－１へ）                 ２ 知らない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「知らない」が 68.3％で、「知っている」が 31.7％という結果になりました。 

 

《問５で「１」とお答えの方へ》 

【問５－１】 がん検診のことを知ったきっかけは何ですか。（○はいくつでも） 

１ 家族など身近な人が受けていた 

２ 家に案内が届いているのを見た 

３ 広報さがみはらや市ホームページ、ポスターなどを見た 

４ その他（具体的に：                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答割合 

知っている 57 31.7% 

知らない 123 68.3% 

計 180 100.0% 

選択肢 回答数 回答割合 

家族など身近な人が受けていた 22 38.6% 

家に案内が届いているのを見た 10 17.5% 

広報さがみはらや市ホームページ、ポスターなどを見た 24 42.1% 

その他 9 15.8% 

n=180 

 

知っている

31.7%

知らない

68.3%

38.6%

17.5%

42.1%

15.8%

家族など身近な人が受けていた

家に案内が届いているのを見た

広報さがみはらや市ホームページ、ポスターなどを見た

その他

n=57 
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☆ 「広報さがみはらや市ホームページ、ポスターなどを見た」が 42.1％で最も多く、次いで「家族な

ど身近な人が受けていた」が 38.6％、「家に案内が届いているのを見た」が 17.5％、「その他」が 15.8％

という結果になりました。 

 

【問６】 市のがん検診の受診率が低い理由は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ 検診でがんが見つかるのが怖いから 

２ 検査が痛そうだから、体に負担がかかりそうだから 

３ 検診を受ける時間がないから 

４ お金がかかるから 

５ その他（具体的に：                          ） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答割合 

検診でがんが見つかるのが怖いから 49 27.2% 

検査が痛そうだから、体に負担がかかりそうだから 51 28.3% 

検診を受ける時間がないから 115 63.9% 

お金がかかるから 136 75.6% 

その他 23 12.8% 

《その他の内訳》 

・学校の授業（４人） 

・ニュースや CM（２人） 

・具体的な人はわからないけど誰かに聞いた 

・ネットで見た。なんとなく知っていた。 

・祖父が受けていて，がん検診にて癌を見逃されたことがあったから   等 

n=180 

27.2%

28.3%

63.9%

75.6%

12.8%

検診でがんが見つかるのが怖いから

検査が痛そうだから、体に負担がかかりそうだから

検診を受ける時間がないから

お金がかかるから

その他



 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「お金がかかるから」が 75.6％で最も多く、次いで「検診を受ける時間がないから」が 63.9％、「検

査が痛そうだから、体に負担がかかりそうだから」が 28.3％、「検診でがんが見つかるのが怖いから」

が 27.2％、「その他」が 12.8％という結果になりました。 

 

【問７】 どのようにしたら、がん検診を受ける人が増えると思いますか。（○はいくつでも） 

１ 無料で受けられる 

２ 予約なしで受けられる 

３ 有名人を起用してＰＲする 

４ お金として使えるポイントや商品券がもらえる 

５ スポーツ観戦や映画鑑賞が割引になるサービスがある 

６ その他（具体的に：                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答割合 

無料で受けられる 155 86.1% 

予約なしで受けられる 84 46.7% 

有名人を起用してＰＲする 24 13.3% 

お金として使えるポイントや商品券がもらえる 77 42.8% 

スポーツ観戦や映画鑑賞が割引になるサービスがある 56 31.1% 

その他 15 8.3% 

86.1%

46.7%

13.3%

42.8%

31.1%

8.3%

無料で受けられる

予約なしで受けられる

有名人を起用してＰＲする

お金として使えるポイントや商品券がもらえる

スポーツ観戦や映画鑑賞が割引になるサービスがある

その他

n=180 

 

《その他の内訳》 

・自分はかからないと油断しているから（９人） 

・がん検診について知らないから（６人） 

・面倒くさいから（６人） 

・自覚症状がないから（２人） 

・がんを見つけることができないから 

・会社の健康診断でいいと思っているから   等 
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☆ 「無料で受けられる」が 86.1％で最も多く、次いで「予約なしで受けられる」が 46.7％、「お金とし

て使えるポイントや商品券がもらえる」が 42.8％、「スポーツ観戦や映画鑑賞が割引になるサービスが

ある」が 31.1％、「有名人を起用してＰＲする」が 13.3％、「その他」が 8.3％という結果になりまし

た。 

 

【問８】 あなたは身近な人にがん検診の受診をすすめたいと思いますか。（○は１つ） 

１ 思う 

２ 思わない 

３ 分からない 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 「思う」が 67.2％で最も多く、次いで「分からない」が 30.6％、「思わない」が 2.2％という結果に

なりました。 

 

【問９】 あなたは自分が受診できる年齢になったら、がん検診を受けてみたいと思いますか。 

     （〇は１つ） 

１ 思う 

２ 思わない 

３ 分からない 

 

選択肢 回答数 回答割合 

思う 121 67.2% 

思わない 4 2.2% 

分からない 55 30.6% 

計 180 100.0% 

《その他の内訳》 

・がん検診の実施について周知する、内容について情報発信して市民の理解を深める（５人） 

・お金を安くする、または無料にする（２人） 

・がん検診で休んだ場合、有給扱いにならない 

・がん検診を受ける日を法定休暇にする 

・がん検診を義務付ける 

・がんの初期症状を明確にし、当てはまるものがあるか確かめ、より身近に感じてもらう 

・がん検診で助かった方々の実話を何らかの形で広める。広告等を用いて重要性を伝える。 

・企業などに話してがん検診をする日を作る 

・待ち時間を短くする 

・地域の人が行きやすいところでやる 

n=180 

 

思う

67.2%

思わない

2.2%

分からない

30.6%
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☆ 「思う」が 68.9％で最も多く、次いで「分からない」が 25.6％、「思わない」が 5.6％という結果に

なりました。 

 

【問 10】 がんを予防するための行動として、実践したいことは何ですか。（○はいくつでも） 

１ たばこは吸わない 

２ お酒はほどほどにする 

３ バランスのとれた食生活を送る 

４ 適度な運動をする 

５ ウイルスや細菌への感染を予防する（予防接種を受ける等） 

６ 定期的にがん検診を受ける 

７ 身体の異常に気が付いたら、すぐに病院を受診する 

８ その他（具体的に：                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 回答割合 

思う 124 68.9% 

思わない 10 5.6% 

分からない 46 25.6% 

計 180 100.0% 

選択肢 回答数 回答割合 

たばこは吸わない 158 87.8% 

お酒はほどほどにする 139 77.2% 

バランスのとれた食生活を送る 132 73.3% 

適度な運動をする 127 70.6% 

ウイルスや細菌への感染を予防る（予防接種を受ける等） 98 54.4% 

定期的にがん検診を受ける 89 49.4% 

身体の異常に気が付いたら、すぐに病院を受診する 103 57.2% 

その他 2 1.1% 

n=180 

 

思う

68.9%

思わない

5.6%

分からない

25.6%
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☆ 「たばこは吸わない」が 87.8％で最も多く、次いで「お酒はほどほどにする」が 77.2％、「バランス

のとれた食生活を送る」が 73.3％、「適度な運動をする」が 70.6％、「身体の異常に気が付いたら、す

ぐに病院を受診する」が 57.2％、「ウイルスや細菌への感染を予防する（予防接種を受ける等）が 54.4％、

「定期的にがん検診を受ける」が 49.4％、「その他」が 1.1％という結果なりました。 

 

 

 

今後の活用 

 今回のアンケートでは、未来を担う子どもたちから、がんをという病気や、がん検診の受診率が低いこ

とに対する考えやその改善に向けた意見等、大変貴重な回答を得ることができました。 

 こうした子どもたちが、将来、がん検診対象年齢になった時に検診に行ってもらえるような社会になる

ことを目指して、啓発内容や方法を検討する際の参考資料として、今回の結果を活用してまいります。 

 

「がん検診について」に関するお問合せは、こちらへお願いいたします。 

相模原市 健康福祉局 保健衛生部 健康増進課 

電話 042-769-8322（直通） 

〒252-5277 相模原市中央区富士見 6-1-1 ウェルネスさがみはらＡ４階 

 

87.8%

77.2%

73.3%

70.6%

54.4%

49.4%

57.2%

1.1%

たばこは吸わない

お酒はほどほどにする

バランスのとれた食生活を送る

適度な運動をする

ウイルスや細菌への感染を予防する

（予防接種を受ける等）

定期的にがん検診を受ける

身体の異常に気が付いたら、すぐに病院を受診する

その他

《その他の内訳》 

・酒を絶対に飲まない 

・早く寝る。がんについての知識を深める。 

n=180 

 


